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北九州市告示第２９７号 
 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年

法律第１２３号）第５４条第２項の規定により精神通院医療に係る指定自立支

援医療機関の指定をしたので、同法第６９条第１号の規定により次のとおり告

示する。 
  令和７年７月１日 

北九州市長 武 内 和 久  
１ 医科（精神通院医療） 

指定自立支援医療機関

の名称 
指定自立支援医療機関の所在地  指 定 年 月

日  
医療法人こがねまるク

リニック訪問診療所 
北九州市八幡西区馬場山緑９番７

号  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
なないろ診療所 北九州市小倉北区大畠一丁目７番

２５号  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
 
２ 薬局（精神通院医療） 

指定自立支援医療機関

の名称 
指定自立支援医療機関の所在地  指 定 年 月

日  
陣原ココフル薬局 北九州市八幡西区陣原一丁目２番

１４号  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
 
３ 訪問看護（精神通院医療） 

指定自立支援医療機関

の名称 
指定自立支援医療機関の所在地  指 定 年 月

日  
訪問看護みつば 北九州市小倉南区下南方一丁目３

番１１号ヒューメリア２２ ７０

１号  

令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  

訪問看護ステーション

ＭОＲＥＰＬＵＳ 
北九州市八幡東区荒生田三丁目５

番１号６０４  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
訪問看護ステーション

Ｃоｈａｒｕ小倉 
北九州市小倉南区城野四丁目７番

５号ロイヤルマキシム１０１  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
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北九州市告示第２９８号 
 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年

法律第１２３号）第６４条の規定により精神通院医療に係る指定自立支援医療

機関から変更の届出があったので、同法第６９条第２号の規定により次のとお

り告示する。 
  令和７年７月１日 

北九州市長 武 内 和 久  
精神通院医療に係る指定自立支援医療機関の所在地の変更 

指定自立支援医療機関

の名称 
指定自立支援医療機関の所在地  変 更 年 月

日  
訪問看護ステーション

りあん 
新  北九州市小倉北区片野三丁目

１番２２号ベルガモット黄金

１００１号  

令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  

旧  北九州市小倉北区金鶏町５番

５号４０３号室  
訪問看護ステーション

はなはな 
新  北九州市小倉北区高尾一丁目  

５番１号  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
旧  北九州市小倉北区篠崎五丁目

２４番４－１号  
 
精神通院医療に係る指定自立支援医療機関の名称の変更 

指定自立支援医療機関

の名称 
指定自立支援医療機関の所在地  変 更 年 月

日  
新  訪 問 看 護 ２ ｍ ｕ

ｇ ｉ ～ 紬 ～  
北九州市小倉北区三郎丸三丁目５

番１号６０６号  
令 和 ７ 年

７ 月 １ 日  
旧  訪 問 看 護 ナ ー ス

ケ ア ２ ２ ２  
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北九州市告示第２９９号 

  瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号）第５条第１項の

規定による特定施設の設置の許可申請があったので、同条第４項の規定により

その概要を告示し、同条第３項に規定する事前評価に関する事項を記載した書

面を次のとおり公衆の縦覧に供する。 

 なお、当該特定施設の設置に関し利害関係を有する者は、縦覧期間満了の日

までに、北九州市長に、事前評価に関する事項についての意見書を提出するこ

とができる。  
  令和７年７月１日 

北九州市長 武 内 和 久  
１  申請の概要  

（１） 申請者  
      北九州市戸畑区飛幡町１番１号 

日本製鉄株式会社九州製鉄所 

九州製鉄所 所長 中田昌宏 

（２） 工場又は事業場の所在地及び名称  
      北九州市戸畑区飛幡町１番１号  

日本製鉄株式会社九州製鉄所八幡地区（戸畑）  
 （３） 設置される特定施設に関する事項 

ア 名称、種類及び能力 

名称 
設備設計・建設技術センター開発Ａ棟 鋼板処理実験

ライン入側洗浄装置 

種類 

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）

別表第１の第６５号に掲げる酸又はアルカリによる表

面処理施設 

能力 鋼板洗浄速度 ３０ｍ／分 

イ 使用時間間隔、１日当たりの使用時間、季節的変動及び施設の使用開 

始年月日 

使用時間間隔  
実験時のみ使用（おおむね３か月に１回

程度）  

１日当たりの使用時間  ８時間  

季節的変動  なし  
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使用開始年月日  許可日以降  

ウ 使用時において当該特定施設から排出される汚水等の１日当たりの通常 

の量及び最大の量並びに汚染状態の通常の値及び最大の値 

汚水等の量  

（ｍ３／日）  

通常 ９．２  

最大 ２３  

水素イオン濃度  
通常 １３  

最大 １３．８  

ノ ル マ ル ヘ キ サ ン 抽 出

物含有量 

（ｍｇ／ℓ ）  

通常 １，０００  

最大 ３，０００  

（４） 汚水等の処理施設に関する事項 

  特定施設から排出される汚水等は産業廃棄物として処理される。 

（５） 排出水に関する事項 

   排出水の汚染状態及び量並びに汚濁負荷量に増減はない。  
２  縦覧の期間及び場所  

（１） 期間  
令和７年７月１日から同年７月２２日まで（日曜日、土曜日及び国民の

祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を除く。

）の毎日午前８時３０分から午後５時１５分まで 

（２） 場所 

北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局環境監視部環境監視課 

３  意見書の提出要領  
事前評価に関する事項についての意見をできるだけ具体的に記載した文書 

を、令和７年７月２２日までに前項第２号の場所に到着するように提出する 

こと。 
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北九州市告示第３００号 

 車両制限令（昭和３６年政令第２６５号）第３条第１項第２号イの規定に基

づき、通行する車両の総重量の最高限度が車両の長さ及び軸距に応じ最大２５

トンである道路を次のとおり指定する。 

  令和７年７月１日 

北九州市長 武 内 和 久   

１ 指定する道路の路線名及び区間 

整理番号 路 線 名 区  間 

１７１５ 市道牧山海岸２号線 北九州市戸畑区牧山海岸３番３１地

先から 

北九州市戸畑区牧山海岸３番１４９

地先まで 

１８７９ 市道汐井町牧山海岸１

号線 

北九州市戸畑区汐井町２番１０１地

先から 

北九州市戸畑区牧山海岸３番８地先

まで 

２ 指定する期日 令和７年７月１日 
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北九州市告示第３０１号 

 車両制限令（昭和３６年政令第２６５号）第３条第１項第３号の規定に基づ

き、通行する車両の高さの最高限度が４．１メートルである道路を次のとおり

指定し、併せて、同令第１０条第１項の規定に基づき、当該道路を通行する高

さが３．８メートルを超え４．１メートル以下の車両の通行方法を次のとおり

定める。 

  令和７年７月１日 

北九州市長 武 内 和 久   

１ 指定する道路の路線名及び区間 

整理番号 路 線 名 区  間 

１７１５ 市道牧山海岸２号線 北九州市戸畑区牧山海岸３番３１地

先から 

北九州市戸畑区牧山海岸３番１４９

地先まで 

１８７９ 市道汐井町牧山海岸１

号線 

北九州市戸畑区汐井町２番１０１地

先から 

北九州市戸畑区牧山海岸３番８地先

まで 

２ 指定する期日 令和７年７月１日 

３ 通行方法 

  第１項で指定する道路を通行する高さが３．８メートルを超え４．１メー

トル以下の車両は、次の通行方法によらなければならない。 

（１） 走行位置の指定 トンネル等の上空障害箇所では、車両又は車両に

積載する貨物が建築限界を侵すおそれがあるので、車線からはみ出さない

よう走行すること。道路に隣接する施設等に出入りするために、やむを得

ず車線からはみ出す場合は、標識、樹木等の上空障害物に接触しないよう

十分に注意すること。 

（２） 後方警戒措置 後方車両に対し十分な車間距離を取らせ、交通の危

険を防止するため、縦の長さ０．１２メートル以上横の長さ０．２３メー

トル以上又は縦の長さ０．２３メートル以上横の長さ０．１２メートル以

上の地が黒色の板等に黄色の反射塗装その他反射性を有する材料で「背高

」と表示した標識を車両の後方の見やすい箇所に掲げること。 

（３） 道路情報の収集 道路の状況は、工事の実施等により変化すること

があるので、道路情報を収集し、あらかじめ上空障害箇所のないことを確

認の上走行すること。 
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北九州市告示第３０２号 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の２第１項の規定により

、スポーツ施設及び運動施設の使用料の徴収及び支出について指定公金事務取

扱者を指定し、公金事務を委託したので、同条第２項の規定により次のとおり

告示する。  
令和７年７月１日 

北九州市長 武 内 和 久   

施設の名称 

指定公金事務取扱者 指定公金

事務取扱

者として

指定した

日 

指定公金

事務取扱

者に公金

事務を委

託した日 

委託期間 
名称 住所 

北九州市立

小石プール 

公益財団法

人北九州市

スポーツ協

会 

北九州市八

幡東区八王

寺町４番１

号 

令和７年

７月１日 

令和７年

７月１日 

令和７年

７月１日

から令和

７年９月

１日 

北九州市立

藤ノ元プー

ル 

  

北九州市立

沖田プール 

    

大池プール      

折尾プール     

上津役プー

ル 

    

木屋瀬プー

ル 

     

北九州市立

松ケ江プー

ル 

コナミスポ

ーツ株式会

社 

東京都品川

区東品川四

丁目１０番 

１号 

  

北九州市立

朽網プール 

   

和布刈塩水

プール 

株式会社コ

アズ 

北九州市八

幡西区黒崎 

城石３番７ 

   

大里プール     
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紫川河畔プ

ール 

 号    
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北九州市告示第３０３号 

 北九州市が管理する港湾施設の概要（昭和５８年北九州市告示第７８－１０

号）の一部を次のように改正する。 

 令和７年７月１日 

                   北九州市長 武 内 和 久 

 ４ 臨港交通施設の道路の表の洞海の項中 
 

響灘西９号道路 若松区響町三

丁目 

５２６．００ ９．００ アスファ

ルト舗装 

       

響灘西９号道路 若松区響町三

丁目 

５２６．００ ９．００ アスファ

ルト舗装 

響灘西１０号道

路 

若松区響町三

丁目 

２２９．００ ２０．００ アスファ

ルト舗装 
 

改める。 

６ 荷さばき施設の荷さばき地の表の門司の太刀浦１号岸壁荷さばき地の項

中「１級」を「２級」に改める。 

１４ 港湾施設用地の倉庫敷の表の小倉の項中 
  

日明６号倉庫敷 小倉北区西港町 １，００１.０７ 

日明１７号倉庫敷 小倉北区西港町 １，１１５.０９ 

 
 

日明６号倉庫敷 小倉北区西港町 １，００１.０７ 

改める。 

 

 

を 

に 

「 

「 

」 

」 

「 

」 

を 

「 

に 

」 
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北九州市告示第３０４号 

 港湾施設の等級の指定（平成９年北九州市告示第１３４号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  令和７年７月１日 

                    北九州市長 武 内 和 久 

 表の荷さばき地の一般ふ頭の１級地の項中 
 

太刀浦１号岸壁荷さばき地 門司区太刀浦海岸  

太刀浦２号岸壁荷さばき地 門司区太刀浦海岸  

 

太刀浦２号岸壁荷さばき地 門司区太刀浦海岸 
 

改める。 

「 

を 

「 
に 

」 

」 
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北九州市上下水道局告示第３３号 
 北九州市下水道条例（昭和３９年北九州市条例第３９号）第８条に規定する

排水設備指定工事店を次のとおり指定した。 
  令和７年７月１日 
               北九州市上下水道局長 廣 中 忠 孝  

指定番号 
工事店名 
代表者 

所在地 指定の有効期間 

１０７１ 
株式会社邑本興産 
邑本高浩 

門司区西海岸一丁目

４番２０号 

令和７年７月１日か

ら令和１２年５月３

１日まで 
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北九州市上下水道局告示第３４号 

 水道法（昭和３２年法律第１７７号）第１６条の２第１項の規定による給水

装置工事事業者の指定を行ったので、同法第２５条の３第２項の規定により次

のとおり告示する。 

  令和７年７月１日 

北九州市上下水道局長 廣 中 忠 孝   

指定番号 
工事店の 

名 称 
代表者 所在地 指定年月日 

Ｍ－１９７ 
株式会社青

海建設 
濱田建二 

北九州市小倉南

区大字貫１８０

６番地３ 

令和７年７月

１日 
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北九州市監査委員告示第１号 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の３２第２項の規定に基

づき、包括外部監査人の監査の事務を補助する者の氏名及び住所並びに補助で

きる期間を次のとおり告示する。 

  令和７年７月１日 

北九州市監査委員 中 西 満 信 

同        梅 田 久 和 

同        鷹 木 研一郎 

同        大久保 無 我 

氏 名 住   所 補助できる期間 

荒牧啓一 福岡県北九州市小倉南区企救

丘一丁目５番１７号 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 

加藤秀一 福岡県北九州市門司区大里本

町三丁目８番１－１０１１号 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 

猿渡慎也 福岡県糟屋郡篠栗町大字尾仲

１０３２番地５ 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 

島田 守 

 

福岡県北九州市小倉南区大字

呼野６３０番地１ 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 

白石尚久 福岡県糟屋郡久山町大字山田

３９３番地３７３ 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 

山田朋枝 福岡県福岡市東区美和台三丁

目１２番７号 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 

吉野 任 福岡県北九州市小倉北区篠崎

二丁目４番３－１号 

令和７年７月１日から令

和８年３月３１日まで 
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福岡北九州高速道路公社公告第５号 

道路整備特別措置法施行令（昭和３１年政令第３１９号）第１９条及び車両

制限令（昭和３６年政令第２６５号）第３条第１項第２号イの規定に基づき、

通行する車両の総重量の最高限度が車両の長さ及び軸距に応じ最大２５トンで

ある道路を、次のとおり指定する。 

  令和７年７月１日 

                      福岡北九州高速道路公社 

                      理事長 喜 安 和 秀 

１ 指定する道路の路線名及び区間 

路線名 区間 

北九州高速５号線 北九州市戸畑区牧山海岸３番１２５地先から 

北九州市八幡東区東田五丁目１００番３まで 

２ 指定する期日 令和７年７月１日 
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福岡北九州高速道路公社公告第６号 

 道路整備特別措置法施行令（昭和３１年政令第３１９号）第１９条及び車両

制限令（昭和３６年政令第２６５号）第３条第１項第３号の規定に基づき、通

行する車両の高さの最高限度が４．１メートルである道路を下記のとおり指定

し、併せて、車両制限令第１０条第１項の規定に基づき、当該道路を通行する

高さが３．８メートルを超え４．１メートル以下の車両の通行方法を下記のと

おり定める。 

  令和７年７月１日 

                      福岡北九州高速道路公社 

                      理事長 喜 安 和 秀 

１ 指定する道路の路線名及び区間 

路線名 区間 

北九州高速５号線 北九州市戸畑区牧山海岸３番１２５地先から 

北九州市八幡東区枝光二丁目８番１０７地先

まで 

２ 指定する期日 令和７年７月１日 

３ 通行方法 

 １の道路を通行する高さが３．８メートルを超え４．１メートル以下の車

両は、次の通行方法によらなければならない。 

 （１） 走行位置の指定 

 トンネル等の上空障害箇所では、車両又は車両に積載する貨物が建築限

界を侵すおそれがあるので、車線からはみ出さないよう走行するとともに

、道路に隣接する施設等に出入するためやむを得ず車線からはみ出す場合

は、標識や樹木等の上空障害物に接触しないよう十分に注意すること。 

 （２） 後方警戒措置 

 後方車両に対し十分な車間距離を取らせ、交通の危険を防止するため、

横寸法０．２３メートル以上、縦寸法０．１２メートル以上（又は横寸法

０．１２メートル以上、縦寸法０．２３メートル以上）の地が黒色の板等

に黄色の反射塗装その他反射性を有する材料で「背高」と表示した標識を

、車両の後方の見やすい箇所に掲げること。 

 （３） 道路情報の収集 

 道路の情報は、工事の実施等により変化することがあるので、あらかじ

め道路情報を収集し、上空障害箇所のないことを確認のうえ走行すること

。 
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